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This study clarified the relation of win and loss between the reception frequency of Libero and the result of 
receiving the ball which returned by Libero.

This study also compared the success rate of attack assemblies and attacks of setting;
- performed by Libero
- performed by other players

We have pursued possibility of Libero to have the function as the substitute of the setter, aimed to gain 
references for future volleyball guidance.

Here are the results;
1） Reception frequency

In the winning set, there was a significant difference in attack reception (ATR). When the blocking is 
efficiently functioning, Libero has more opportunity to receive attacks. This leads to counterattack and 
contribute to win a set.

2） The result of receiving the ball returned by Libero
In the winning set, there were significant differences in serve reception (SR), attack reception (ATR), and 

block follow reception (BFR). Number of attack reception which enable attacking would be an important 
factor for win or loss of the game.

3） Success rate of attack assemblies and attacks of overhand setting
In the winning set, the success rate of attack assemblies and attacks of overhand setting by Libero 

shows higher numerical value than other players except setter. Active performance on overhand setting 
by Libero enables other players to prepare attacking more earlier; numbers of plyaers which participating 
attacking increased. This may indicate that overhand setting by Libero is second best which follows setter 
and is most likely to have the substitutional role of the setter.

Key words :  Libero player ，receiving frequency，result of receiving the ball，overhand setting 
(performed not by the setter)，success rate of attack assemblies，(success rate of) atta 
cks，substitutional role of the setter

バレーボールゲームにおけるリベロプレーヤーに関する研究
本研究は，リベロのレシーブ頻度及びレシーブ返球結果と，勝敗との関連性を明らかにした。
また，リベロとリベロ以外のプレーヤーの二段トスによる攻撃組み立て成功率，アタック決定率の比較検討を行った。
そして，リベロがセッターの代役としての機能を持つ可能性について追求し，今後のバレーボール指導に関する資
料を得ることを目的とした。

結果は以下の通りにまとめられた。
1）レシーブ頻度について

勝ちセットにおいて，アタックレシーブで有意差が認められた。ブロックが効果的に機能することにより，
アタックレシーブをする機会が増えた。そしてそこからのカウンターアタックが成功し，セットの勝利に貢献
したと考えられる。

2）レシーブ返球結果について
勝ちセットにおいて，サーブレシーブ，アタックレシーブ，ブロックフォローレシーブで有意差が認められ，

攻撃組み立て可能なレシーブの多さがセットの勝敗を分けたと考えられる。
3）二段トスと攻撃組み立て成功率，アタック決定率について

勝ちセットにおいて，リベロの二段トスからの攻撃組み立て成功率やアタック決定率は，リベロ以外のプレー
ヤーよりも高い数値を示した。リベロが積極的に二段トスに関与することにより，リベロ以外のプレーヤーが
アタックの準備を早期に行うことができ，攻撃に参加するプレーヤーの数も多くなった。（そのため，勝ちセッ
トではリベロの攻撃組み立て成功率やアタック決定率が高くなったと示唆される。）したがってリベロの二段
トスはセッターに順ずる安定度があり，セッターの代役としての機能を持つ可能性が高いと示唆される。

キーワード : リベロプレーヤー ，レシーブ頻度，レシーブ返球結果，二段トス，攻撃組立成功率，アタッ
ク決定率，セッターの代役
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Ⅰ．緒　　　　　言

バレーボールゲームにおけるリベロとは，イタリア語で
「自由」という意味であり，ルール上での選手交代の回数
には含まれず，何回も自由に交代でき，守備専門として出
場する選手である。ただし，プレー上の制限にサーブ，ア
タック，ブロックの禁止，さらに，フロントゾーンにおけ
るオーバーハンドによるトスが禁止されている。（そのト
スをアタックヒットした時点で反則）

吉田ら 8）は，「レベルの高い男子チームの試合だと，サー
ブレシーブからの攻撃でアタックが決まる確率は 70％を
越す。つまり，ゲームにおける攻撃と守備の戦いでは，
70％ -30％，あるいはそれ以上の確率で攻撃側有利になる。」
と述べ，攻守のアンバランスを指摘している。近代のバレー
ボール競技においては，選手の大型化が進み，ゲーム中の
アタックの破壊力は凄まじい。そのアタックをブロックが
ない状態で正確にレシーブすることは困難であるため，高
さのあるブロックで対応することが最も効率がよいとされ
ている。長身長者が攻撃面，守備面において，オールラウ
ンドにプレーできることが望ましいが，特に守備面におい
て，小柄な選手と同様の俊敏性と技術の正確性を身につけ
ることは困難である。それ故，国際バレーボール連盟のリ
ベロ制導入のねらいは，守備のスペシャリストをつくり，
攻守のバランスをとることと，小柄な選手にも活躍の機会
を与えて，バレーボール人口の拡大をすることである。
　箕輪ら 3）は，「リベロ制には問題点も抱えるが，ゲーム
の変化のみならず，指導普及に関して，重要な意味を持つ」
と考え，リベロとリベロプレーヤー以外のプレーヤーのレ
シーブ返球結果，リベロの起用状況について研究を行った。
その結果，リベロとリベロ以外のプレーヤーのレシーブ返
球率の差が，ミス率の差を上回ったことから，「リベロの
レシーブ能力はチームの中で高いものであり，ゲームにお
いて重要な役割を果たしている」と述べている。さらに，
起用状況については，リベロに関する指導者の考え方，戦
術論上のみならず，長期選手育成論上の意見も存在したこ
とから，多岐にわたっていることを明らかにしている。箕
輪らの先行研究 3）では，リベロプレーヤーシステム導入
というルール改正に関して，ルール改正前後のレシーブ返
球結果，さらにリベロとリベロ以外のプレーヤーのレシー
ブ結果を比較した。そして「バレーボールゲームにおいて
リベロは非常に重要なポジションと言え，リベロのレシー
ブの出来がゲームの鍵を握る要素のひとつである」と考察
している。しかし，ラリーポイント制が定着化し，リベロ
の登録が１人という現段階のルールにおけるリベロの重要
性，あるいはリベロのレシーブとゲームの勝敗との関連に
ついては明らかにはされていない。また，リベロプレーヤー
を「守備専門のプレーヤー」という観点のみで捉えられて
おり，セッターの代役としての機能をもつ可能性について

は検討されていない。チームのプレーイングシステム如何
によっては，レシーブと同様，勝敗との関連が示唆される
ことが考えられる。

本研究は，大学トップレベルに位置する関東大学１部
リーグのＴ大学男子バレーボールチームを対象に，リベロ
とリベロ以外のプレーヤーについて，レシーブ頻度，レシー
ブ返球結果，二段トスによる攻撃組立成功率，二段トスに
よるアタック決定率の比較を行い，リベロのレシーブと勝
敗との関連性，リベロがセッターの代役としての機能をも
つ可能性について検討し，今後のバレーボール指導に関す
る資料を得ることを目的とした。

Ⅱ．方　　　　　法

平成 18 年度春季関東大学男子１部リーグ戦におけるＴ
大学男子バレーボールチームの 10 試合，計 34 セットを対
象とした。これらの 試合を VTR に収録し，後日以下の項
目について，再生しながらデータ収集を行った。
１．リベロとリベロ以外のプレーヤーのレシーブ

本研究では，相手チームからの返球の種類を先行研究 3）5）

をベースにし，サーブレシーブ（SR），アタックレシーブ
（ATR），ブロックフォローレシーブ（BFR），チャンスボー
ルレシーブ（CHR），その他の状況におけるレシーブ（OTR）
の５つに分類した。なお，「その他の状況におけるレシーブ」
とは，ネット上の押し合い後の処理や，相手の思わぬミス
により飛来するボール，ダウンボールなどの，いずれとも
区別しにくい状況でのレシーブである。相手からの全ての
返球を分類する際，レシーブすることが不可能なボールで
明らかに相手のアタックポイント，ブロックポイントと判
断できるものはレシーブミスとは考えずに，対象から除外
した。そして，以下の基準により，リベロとリベロ以外の
プレーヤー別にデータの集計を行った。なお，セッターの
レシーブに関しては，その基準が他のプレーヤーと異なる
ことから対象から除外した。

１）ＡＲ：セッターがセットポジションから１，２歩以
内の移動で，セッターが余裕をもってコンビ
ネーション攻撃が可能なレシーブ

２）ＢＲ：セッターがセットポジションから３，４歩程

プレーの評価基準

○
トスまでのアプローチ トスが十分な状態でできる
トスの評価 アタックが十分な状態でできる
アタックの結果 アタック決定

△
トスまでのアプローチ トスするには十分でない
トスの評価 アタックするには十分でない
アタックの結果 相手にレシーブされたアタック

×
トスまでのアプローチ トス不可能
トスの評価 アタック不可能
アタックの結果 アタックミス
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度の移動でコンビネーション攻撃が可能であ
るか，または，セットポジション付近には返
球されているものの，ボールのスピードが急
であるため，セッターが余裕を持ってコンビ
ネーションを組み立てられないレシーブ

３）ＣＲ：セッターがコンビネーション攻撃を組み立て
られず，二段トスにしかならないレシーブ

４）ＤＲ：相手コートにダイレクトで返球となるレシー
ブ，または二段トスもできないレシーブ

５）ＭＲ：レシーブミス
２．リベロとリベロプレーヤー以外のプレーヤーの二段ト
スについて
ゲーム中に出現する１回目（レシーブ），２回目（トス），

３回目（アタック）を行ったプレーヤー（リベロとリベロ
以外のプレーヤー）各々について，二段トスになったケー
スを，先行研究 4）をベースにして以下に示す基準に従っ
て評価した。

収集したデータから，以下の項目について分析・考察を
行った。

１）レシーブ頻度と勝敗との関連
２）レシーブ返球結果と勝敗との関連
３）二段トスからの攻撃組立成功率と勝敗との関連
４）二段トスからのアタック決定率と勝敗との関連
リベロのレシーブ状況（頻度）を明らかにするために，

レシーブ全体に占める分類された各種レシーブの割合を算
出しχ２検定を行った。また，リベロのレシーブの返球結
果については，レシーブ全体と分類されたレシーブに関し
て，各評価のレシーブが占める割合を算出し，χ２検定を
行った。本研究における「二段トスからの攻撃組立成功
率」とは，二段トスの総数に占める，「トスの評価」が
「○」の本数の割合である。一方，「二段トスからのア
タック決定率」とは，二段トスの総数に占める「アタック
の評価」が「○」の本数の割合である。

Ⅲ．結果及び考察

１．レシーブ頻度
図１，図２は，リベロとリベロ以外のプレーヤーの勝ち

セットにおける，全体のレシーブに占める各レシーブの割
合を示したものである。図３，図４は負けセットにおける
ケースである。χ２検定の結果，セットの勝ち負けに関わ
らず，リベロとリベロ以外のプレーヤーのレシーブ頻度に

有意差は認められなかった。
２．リベロのレシーブ頻度と勝敗との関連

χ２検定の結果，リベロとリベロ以外のプレーヤーのレ
シーブ頻度に有意な差が認められなかったことから，レ
シーブ頻度とセットの勝敗との関連については，勝ちセッ
ト，負けセットでの状況を明らかにする必要がある。

図５は，リベロのレシーブ頻度を勝ちセット，負けセッ
トで比較したものである。図６はリベロ以外のプレーヤー
のレシーブ頻度を勝ちセット，負けセットで比較したもの
である。その結果，両者ともアタックレシーブ（ATR），チャ
ンスボールレシーブ（CHR）に関しては，勝ちセットの
方が高く，サーブレシーブ（SR），ブロックフォローレシー
ブ（BFR），に関しては，負けセットの方が高いという結
果であった。χ２検定の結果，アタックレシーブ（ATR）
に関して，勝ちセットと負けセットの間で有意差（p<0.10）
が認められたが，サーブレシーブ（SR），ブロックフォロー
レシーブ（（BFR），チャンスボールレシーブ（CHR），そ
の他の状況におけるレシーブ（OTR）について有意差が
認められなかった。

図５，図６からリベロ及びリベロ以外のプレーヤーは，
χ２検定の結果，両者ともアタックレシーブ（ATR）にお
いて有意差が認められた。このことから，リベロプレーヤー
のみに存在する特徴は見らない，と考えられる。したがっ
て，本節では，「全てのプレーヤーのレシーブ頻度」に関
する考察を行った。有意差が認められたアタックレシーブ

（ATR）に関しては，その背景には相手チームのアタック
に対して効果的なブロックが機能し，アタックレシーブを

図 1　リベロの全レシーブに占める各レシーブの割合（勝ち
セット）

図２　リベロ以外のプレーヤーの全レシーブに占める各レシー
ブの割合（勝ちセット）

図３　リベロの全レシーブに占める各レシーブの割合（負け
セット）

図４　リベロ以外のプレーヤーの全レシーブに占める各レシー
ブの割合（負けセット）
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する機会が増えたことが考えられる。つまり，ブロッカー
が，レシーブし易いイージーなボールに変えたり，ブロッ
カーがレシーブコースを狭めたりなど，時速約 100㎞を超
えるアタックに対して，その返球結果を高めることができ
たと言えよう。これらのことから，攻撃を組み立てる機会
が増え，そこからのカウンターアタックが成功し，セット
の勝利に貢献した，と推察できる。また，負けセットでサー
ブレシーブの割合が高いということに関しては，失点から
点差が開き，相手よりサーブを行う回数が減少し，その分，
サーブレシーブからの攻撃の機会が増えた，と考えられる。
３．レシーブ返球結果

表１はリベロのレシーブ返球結果を示したものである。
χ２検定の結果，サーブレシーブ（SR），アタックレシー
ブ（ATR）に関して勝ちセットと負けセットで有意差が
認められたが，ブロックフォローレシーブ（BFR），チャ
ンスボールレシーブ（CHR），その他の状況におけるレシー
ブ（OTR）については有意差が認められなかった。

サーブレシーブ（SR）については，勝ちセットと負けセッ
トを比較すると，自チームが攻撃可能なレシーブであるＡ
Ｒ，ＢＲ，ＣＲの合計で，4.01％勝ちセットの方が高かった。
これらのことから，攻撃の機会がトータルで多くなったこ
とが勝因の要素の一つである，と推察される。また，ＤＲ
に関しては，勝ちセット，負けセットの順に 1.60％，5.13％
となり，負けセットの方が 3.53％高かった。そして，ＭＲ
に関しては，0.80％，1.28％となり，負けセットの方が 0.48％
高かった。ＤＲは相手コートにダイレクトで返球となるレ
シーブ，または二段トスもできないレシーブであり，ＭＲ
はレシーブミスであり，直接相手チームに得点を与えるレ
シーブである。これらのことから，勝ちセットと負けセッ
トを比較すると，相手に得点，もしくは得点の機会を与え
るレシーブにおいて，4.01％負けセットの方が高かったこ
とから，攻撃の機会が減ったことが敗因の要素の一つであ
る，と考えられる。さらに，ＣＲについては，ＡＲとＢＲ
の合計よりも，勝ちセットと負けセットでその差が大きい
という結果であった。レシーブ困難な状況においては，無
理をしてＤＲ，ＭＲになるよりも，確実に二段トスで攻撃
ができるようなレシーブが，攻撃の機会が増やし，セット
の勝利に貢献した，と推察される。これらのことからレシー
ブの技術を高めることの他に，ＡＲを目指した上で，緊急

時には最低でも二段トスから攻撃を展開できるようにする
ための判断を洗練させることも指導の中でのポイントとな
り得るであろう。

アタックレシーブ（ATR）については，コンビネーショ
ン攻撃可能なＡＲ，ＢＲの合計の差が，二段トスのみでの
攻撃しかできないＣＲの差と比べて，勝ちセットの方が大
きかったことから，セッターへの正確な返球が困難である
アタックレシーブ（ATR）において，コンビネーション
攻撃の機会が多いことが勝因の要素の一つである，と推察
される。

表２はリベロ以外のプレーヤーのレシーブ返球結果を示
したものである。x2 検定の結果，全てのレシーブに関して，
勝ちセットと負けセットにおいて有意差は認められなかっ
た。

図６　リベロ以外のプレーヤーのレシーブ頻度図５　リベロのレシーブ頻度

表１　リベロの各レシーブの返球結果

ＡＲ ＢＲ ＣＲ ＤＲ ＭＲ ＴＯＴＡＬ

ＳＲ
※

勝ちセット Ｒ数 79 32 11 2 1 125 
％ 63.20 25.60 8.80 1.60 0.80 100.00 

負けセット Ｒ数 59 11 3 4 1 78 
％ 75.64 14.10 3.85 5.13 1.28 100.00 

ＡＴＲ
※

勝ちセット Ｒ数 12 8 30 10 10 70 
％ 17.14 11.43 42.86 14.29 14.29 100.00 

負けセット Ｒ数 3 3 13 8 4 31 
％ 9.68 9.68 41.94 25.81 12.90 100.00 

ＢＦＲ

勝ちセット Ｒ数 5 4 3 0 0 12 
％ 41.67 33.33 25.00 0.00 0.00 100.00 

負けセット Ｒ数 4 0 3 1 0 8 
％ 50.00 0.00 37.50 12.50 0.00 100.00 

ＣＨＲ

勝ちセット Ｒ数 13 0 2 0 0 15 
％ 86.67 0.00 13.33 0.00 0.00 100.00 

負けセット Ｒ数 5 0 0 0 0 5 
％ 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 100.00 

ＯＴＲ

勝ちセット Ｒ数 2 2 0 0 0 4 
％ 50.00 50.00 0.00 0.00 0.00 100.00 

負けセット Ｒ数 2 2 0 0 0 4 
％ 50.00 50.00 0.00 0.00 0.00 100.00 

※ ＳＲ＜ 0.10，ＡＴＲ＜ 0.10
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４．リベロのレシーブ返球結果と勝敗との関連
表３は，勝ちセットにおけるリベロとリベロ以外のプ

レーヤーのレシーブ返球結果を，レシーブごとに分類し，
示したものである。χ２検定の結果，サーブレシーブ（SR），
アタックレシーブ（ATR），ブロックフォローレシーブ

（BFR）に関してリベロとリベロ以外のプレーヤーで有意
差が認められたが，チャンスボールレシーブ（CHR），そ
の他の状況におけるレシーブ（OTR）については有意差
が認められなかった。

図７は，サーブレシーブ（SR）の返球結果（勝ちセット）
について，リベロとリベロ以外のプレーヤーを比較して示
したものである。返球結果を分析するとＡＲ，ＣＲ，ＭＲ
とリベロ以外のプレーヤーの方が高く，それぞれ 3.97％，
1.01％，1.84％高い結果であった。χ２検定の結果，ＡＲに
おいて有意差が認められたが，このことだけでリベロの守
備能力がリベロ以外のプレーヤーよりも劣るとは判断でき
ない。ＡＲに次ぐ評価であるＢＲまでの累積で比較する
と，リベロは 88.80％，リベロ以外は 86.04％とリベロの方
が 2.76％高いという逆の結果であった。さらに，ＤＲに関
してはリベロの方が 0.09％高い数値を示している。サーブ
レシーブ（SR）でのＤＲにおいては，ゲームを観察しな
がら記録を行う際，リベロがリベロ以外のプレーヤーより
も守備範囲が広く，積極的にボールに向かっていることが
多いという傾向がみられた。また，リベロ以外のプレーヤー
も，二者の間に飛来するボールについては，意図的にリベ
ロに任せ，アタック準備に専念する傾向が強かった。リベ

ロ以外のプレーヤーと比較してＤＲが高いということは，
リベロに守備面での信頼を寄せているため，自ずとリベロ
の守備範囲は広くなったことも理由の一つとして考えられ
る。つまり，リベロもケースによっては無理が生じること
もあるため，ＤＲの割合が高くなった，と考えられる。し
たがって，数値上はリベロのＡＲの返球結果はリベロ以外
のプレーヤーと比較して低かったが，守備範囲の広さを考
慮に入れ，さらにＡＲ，ＢＲ，ＣＲのトータルで見ると，
リベロのサーブレシーブ（SR）からの攻撃組立の多さが
勝ちセットの特徴である，と考えられる。

図８は，アタックレシーブ（ATR）の返球結果（勝ちセッ
ト）について，リベロとリベロ以外のプレーヤーを比較し
て示したものである。返球結果を分析するとリベロのＡＲ，
ＢＲ，合計の返球結果，及びＤＲはリベロ以外のプレーヤー
と比較して，それぞれ 4.18％，3.72％高く，ＣＲについて
は 7.55％低い結果を示した。これらのことから，セットを
勝利するために，リベロはより積極的にコンビネーション
攻撃に繋がるレシーブを行った，と考えられる。

また，アタックレシーブ（ATR）に関しては，返球結
果の善し悪しは，単にボールコントロールの技術だけでは
なく，ポジショニングをどのように判断し，遂行していく
かが重要である。特に，ハードアタックはそのボール速度
が速いために，よいレシーブができるような位置で予め構
えていないと，触ることすらできない。よいレシーバーは，
その「読み」が優れており，さらに，ボールの飛来ポイン

表３　リベロとリベロ以外のプレーヤーの各レシーブの返球結果（勝ちセット）

ＡＲ ＢＲ ＣＲ ＤＲ ＭＲ ＴＯＴＡＬ

ＳＲ
※

リベロ Ｒ数 79 32 11 2 1 125 
％ 63.20 25.60 8.80 1.60 0.80 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 178 50 26 4 7 265 
％ 67.17 18.87 9.81 1.51 2.64 100.00 

ＡＴＲ
※

リベロ Ｒ数 12 8 30 10 10 70 
％ 17.14 11.43 42.86 14.29 14.29 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 19 11 62 13 18 123 
％ 15.45 8.94 50.41 10.57 14.63 100.00 

ＢＦＲ
※

リベロ Ｒ数 5 4 3 0 0 12 
％ 41.67 33.33 25.00 0.00 0.00 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 4 2 13 3 1 23 
％ 17.39 8.70 56.52 13.04 4.35 100.00 

ＣＨＲ

リベロ Ｒ数 13 0 2 0 0 15 
％ 86.67 0.00 13.33 0.00 0.00 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 28 2 2 0 1 33 
％ 84.85 6.06 6.06 0.00 3.03 100.00 

ＯＴＲ

リベロ Ｒ数 2 2 0 0 0 4 
％ 50.00 50.00 0.00 0.00 0.00 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 4 3 1 1 2 11 
％ 36.36 27.27 9.09 9.09 18.18 100.00 

※ ＳＲ＜ 0.10，ＡＴＲ＜ 0.10，ＢＰＲ＜ 0.10

表２　リベロ以外のプレーヤーの各レシーブの返球結果

ＡＲ ＢＲ ＣＲ ＤＲ ＭＲ ＴＯＴＡＬ

ＳＲ

勝ちセット Ｒ数 178 50 26 4 7 265 
％ 67.17 18.87 9.81 1.51 2.64 100.00 

負けセット Ｒ数 97 28 13 10 3 151 
％ 64.24 18.54 8.61 6.62 1.99 100.00 

ＡＴＲ

勝ちセット Ｒ数 19 11 62 13 18 123 
％ 15.45 8.94 50.41 10.57 14.63 100.00 

負けセット Ｒ数 7 2 26 7 9 51 
％ 13.73 3.92 50.98 13.73 17.65 100.00 

ＢＦＲ

勝ちセット Ｒ数 4 2 13 3 1 23 
％ 17.39 8.70 56.52 13.04 4.35 100.00 

負けセット Ｒ数 1 1 13 1 2 18 
％ 5.56 5.56 72.22 5.56 11.11 100.00 

ＣＨＲ

勝ちセット Ｒ数 28 2 2 0 1 33 
％ 84.85 6.06 6.06 0.00 3.03 100.00 

負けセット Ｒ数 14 1 0 0 0 15 
％ 93.33 6.67 0.00 0.00 0.00 100.00 

ＯＴＲ

勝ちセット Ｒ数 4 3 1 1 2 11 
％ 36.36 27.27 9.09 9.09 18.18 100.00 

負けセット Ｒ数 2 2 0 0 0 4 
％ 50.00 50.00 0.00 0.00 0.00 100.00 
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トへ素早く身体をアプローチできる高い敏捷性を備えてい
る。勝ちセットにおけるリベロのＡＲ，ＢＲ，ＣＲの合計
の返球結果は，リベロ以外のプレーヤーと比較して低く，
またＤＲの割合が高かったが，これはＳＲ同様，守備範囲
の広さやＡＲ，ＢＲの合計を考慮すると，リベロはチーム
の中で劣っているとは評価できない。したがって，勝ちセッ
トにおいては，リベロの能力が劣るのではなく，リベロ以
外のプレーヤーのアタックレシーブ（ATR）での貢献度
も高かった，と考えられる。

図９はブロックフォローレシーブの返球結果（勝ちセッ
ト）について，リベロとリベロ以外のプレーヤーを比較し
て示したものである。ブロックフォローレシーブ（BFR）
は，相手のブロッキングポイントと，レシーバーとの距離
が短く，コースの判断が困難であるために，味方スパイク
の威力によっては，アタックレシーブ（ATR）以上の敏
捷性と「読み」が重要である，と考えられる。また，リベ
ロ以外のプレーヤーはレシーブをしてから，アタックへの
準備を行うこともあるため，レシーブだけに専念できるリ

ベロの方が，落ち着いて処理できたと考えられるため，リ
ベロの方が高い数値を示したことが考察できる。

表４は，負けセットにおけるリベロとリベロ以外のプ
レーヤーのレシーブ返球結果を，レシーブごとに分類し，
示したものである。χ２検定の結果，負けセットにおいて
は全てのレシーブに関して，リベロとリベロ以外のプレー
ヤーにおいて，有意差は認められなかった。

都澤ら 6）は，「バレーボールプレーヤーの攻撃力の評価
に関する研究」において，チーム及び各々のプレーヤーの
攻撃力を評価するために，13 変量から主成分分析を行い

「攻撃主成分」と「攻撃準備段階におけるミス主成分」を
抽出した。これは攻撃力の評価を行うにあたっては，アタッ
クまでのプロセスにおけるミスを考慮しなければならない
ことを示唆している。また，福原 9） は，「バレーボールの
ゲームにおけるトスについて」の研究において，「レシー
ブが多少悪くてもよいトスに継続させうる能力は勝セット
の方が多い割合で出現していた」と述べている。これは，
攻撃組立の善し悪しが，勝敗に影響を及ぼすことを示唆す
る，と考えられる。攻撃に関しては，攻撃組立の最終局面
であるスパイカーの能力が勝敗に最も大きな影響を及ぼし
ていることは，攻守においてはアンバランスがあること推
察できるが，スパイカー個人の能力の他に，チームレベル
での得点能力を視野に入れると，アタックに至るまでのプ
ロセスを検討する必要がある。吉田ら 5）は攻撃局面を相
手からの返球を５つのカテゴリーに分類し，各々の場面に
おける攻撃組立能力と勝敗との関連の程度を検討した。こ

図７　サーブレシーブ返球結果（勝ちセット）

図８　アタックレシーブ返球結果（勝ちセット）

図９　ブロックフォローレシーブ返球結果（勝ちセット）

表４　リベロとリベロ以外のプレーヤーの各レシーブの返球結果（負けセット）

ＡＲ ＢＲ ＣＲ ＤＲ ＭＲ ＴＯＴＡＬ

ＳＲ

リベロ Ｒ数 59 11 3 4 1 78 
％ 75.64 14.10 3.85 5.13 1.28 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 97 28 13 10 3 151 
％ 64.24 18.54 8.61 6.62 1.99 100.00 

ＡＴＲ

リベロ Ｒ数 3 3 13 8 4 31 
％ 9.68 9.68 41.94 25.81 12.90 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 7 2 26 7 9 51 
％ 13.73 3.92 50.98 13.73 17.65 100.00 

ＢＦＲ

リベロ Ｒ数 4 0 3 1 0 8 
％ 50.00 0.00 37.50 12.50 0.00 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 1 1 13 1 2 18 
％ 5.56 5.56 72.22 5.56 11.11 100.00 

ＣＨＲ

リベロ Ｒ数 5 0 0 0 0 5 
％ 100.00 0.00 0.00 0.00 0.00 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 14 1 0 0 0 15 
％ 93.33 6.67 0.00 0.00 0.00 100.00 

ＯＴＲ

リベロ Ｒ数 1 1 0 0 1 3 
％ 33.33 33.33 0.00 0.00 33.33 100.00 

リベロ以外 Ｒ数 2 2 0 0 0 4 
％ 50.00 50.00 0.00 0.00 0.00 100.00 
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の中で，「攻撃組立成功率については，アタック決定率に
準じて比較的高い貢献度が得られ，さらに勝ちセットの方
が負けセットよりも有意に高い，という結果が得られた。
このことから，アタックに至るまでのプロセスの善し悪し
そのものが，勝敗に影響を与えている」と述べている。

攻撃組立能力がゲームの勝敗や得点差に影響を与えるこ
とは，リベロプレーヤーに関しても同様なことが言えると
推論できる。チームがセットを勝利するためには，種々の
攻撃場面における組立能力全般にわたる強化が重要であ
り，そのためにはリベロのディフェンス面での貢献度が
セットの勝敗に起因すると示唆される。本研究においては，
リベロのサーブレシーブ（SR），アタックレシーブ（ATR），
ブロックフォローレシーブ（BFR）での正確な返球がセッ
トの勝利へ大きく貢献をした，と言える。
５．二段トスからの攻撃組立成功率と勝敗との関連

リベロの二段トスを，勝ちセット，負けセットそれぞれ
において，セッター以外のプレーヤーがファーストレシー
ブを行った場合と，セッターがファーストレシーブを行っ
た場合に分けて，攻撃組立成功率を算出した。そしてリベ
ロ以外のプレーヤーと比較し，検討を行った（表５）。表
５から，セットを勝利するためには，リベロの二段トスで
の関与が大きかったことが考えられる。つまり，積極的に
リベロが二段トスに関与することにより，リベロ以外のプ
レーヤーがアタック準備を早期に行えるため，勝ちセット
ではリベロの攻撃組立成功率が高くなったものと推察され
る。さらに，リベロが二段トスに関わることによって攻撃
参加人数が多くなり，より有利に攻撃できた，と考えられ
る。

標本となった T 大学男子バレーボールチームでは，セッ
ターがレシーブした場合，リベロ（リベロがコート不在時
はバックレフトに位置するプレーヤー）が二段トスを行う
プレーイングシステムになっている。しかし，リベロは，
フロントゾーンにおけるアタックヒットにつながるオー
バーハンドでのトスは反則となっている。そのため，セッ
ターは，コート中央（アタックラインを超えないバック
ゾーン）にレシーブを返球していた。このシステムの利点
は，前衛のアタッカー３人が攻撃に参加できることと，セッ
ターのレシーブ返球の難易度が下がり，安定することであ
る。しかし，フロントプレーヤーによるツー攻撃，ネット

際でのアタックするように見せかけての他のプレーヤーへ
トスするプレー，フロントセンターからのクイック攻撃が
減り，単調なテンポになりうる可能性が考えられる。

吉田ら 4）はセッターがファーストレシーブした場合の
二段トスにおいて，「最もよい攻撃組立成功率を示したシ
ステムは，どのポジションのプレーヤーにプレーさせるか
を状況に応じて決定しようとする，柔軟性の強いものであ
る」と言及している。そしてこれを「フレックス型」と命
名している。「フレックス型」は，その時々の状況に応じて，
プレーヤー同士の状況判断のもとで，誰がプレーを行うか
を決定するものである。それに対して，予めプレーヤーが
決められているものを「パターン決定型」と命名している。
Ｔ大学男子バレーボールチームでは，セッターがレシーブ
した場合のプレーイングシステムは「パターン決定型」で
あるが，ゲームを観察しながら記録を行う際，相手チーム
のアタックの打球如何によっては，約束された位置に返球
することは難しいケースも見られた。これらケースでは，
約束された位置に無理に返球をすると，レシーブミスや２
回目のプレーである二段トスがミスになる危険性が高くな
る，と推察できる。しかし実際は，トス時の体勢が不十分
であった時や，他のプレーヤーに任せたほうが得策である
と選手同士が判断した時は，その状況に応じて柔軟に対応
していたため，広義では全て「フレックス型」である，と
考えられる。「パターン決定型」とは，そのプレーイング
システムの遂行が可能な状況であるとプレーヤー同士の判
断が一致したうえでものである，と言えよう。

さらに，吉田ら 4）の研究においては，「セッターが前衛
の場合は，バックライトのプレーヤーが，後衛の場合はフ
ロントライトのプレーヤーが最も多く二段トスに関わって
おり，両者の共通点はライトサイドからトスするというこ
とである」と述べているが，攻撃組立率に換算すると「フ
レックス型」が約６割を占め，一番高い数値を示した。し
かし表５から，リベロの勝ちセット，負けセットでの攻撃
組立成功率を見ると，それぞれ 88.24％，90.91％と「フレッ
クス型」よりも有意に高い数値を示していることから，リ
ベロにおける「パターン決定型」は「フレックス型」より
も有効である，と考えられる。また，攻撃パターンも特定
された場所からの単調なオープン攻撃のみならず，バック
アタックを含めて６カ所からの攻撃場面が見られた。

表５　リベロとリベロ以外のプレーヤーの２段トスからの攻撃組立成功率

プレーヤー 勝ち／負け 攻撃組立成功率① 攻撃組立成功率②

リベロ
勝ちセット 85.19 88.24 
負けセット 75.00 90.91 

リベロ以外
勝ちセット 64.81 77.78 
負けセット 78.95 90.00 

※攻撃組立成功率①…セッター以外のプレーヤーがファースト
レシーブを行った場合攻撃組立成功率②…セッターがファー
ストレシーブを行った場合

表６　リベロとリベロ以外のプレーヤーの２段トスからのアタック決定率

プレーヤー 勝ち／負け アタック決定率① アタック決定率②

リベロ
勝ちセット 40.74 41.17 
負けセット 30.00 31.58 

リベロ以外
勝ちセット 27.78 38.89 
負けセット 31.58 40.00 

※アタック決定率①…セッター以外のプレーヤーがファースト
レシーブを行った場合アタック決定率②…セッターがファー
ストレシーブを行った場合 
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以上のことから，リベロは，フロントセンターからのク
イック攻撃を除けば，セッターの代役としての機能をもつ
可能性が高い，と示唆される。さらにセッターがアタック
能力に長けるプレーヤーであれば，バックアタックを含め
て常時５人のプレーヤーが攻撃参加でき，より高度なコン
ビネーション攻撃が展開できる，と考えられる。
６．二段トスからのアタック決定率と勝敗との関連

リベロの二段トスを，勝ちセット，負けセットそれぞれ
において，セッター以外のプレーヤーがファーストレシー
ブを行った場合と，セッターがファーストレシーブを行っ
た場合に分けて，アタック決定率を算出した。そしてリベ
ロ以外のプレーヤーと比較し，検討を行った。

表６を比較するとアタック決定率は攻撃組立成功率に準
じている，と考えられる。勝ちセットにおける，攻撃組立
成功率からの減少分は，リベロで 44.45％，リベロ以外の
プレーヤーでは 37.03％であった。しかし，減少分を差し
引いてもリベロの二段トスからのアタック決定率の方が高
い数値を示した。したがって，セットを勝利するためには，
攻撃組立成功率と同様，リベロの二段トスでの関与は大き
い，と考えられる。

二段トスからの攻撃は相手ディフェンスにとって的が絞
りやすく，ブロッカーが２人，もしくは３人つき，コンビ
ネーション攻撃に比べてアタック決定率は低下する。これ
を考慮して比較検討を行うと，リベロの二段トスからのア
タック決定率（40.74％）とセッターがファーストレシー
ブを行った場合のアタック決定率（41.17％）は，チーム
全体のアタック決定率（46.82％）に比べて極端に低い数
値であるとは言えない。したがって勝ちセットにおけるリ
ベロの二段トスは，アタッカーにとって，よりよい状況を
アシストしたと言える。このことからもリベロはセッター
に準ずる安定度があり，セッターとしての代役としての機
能をもつ可能性が高い，と推察される。

Ⅳ．結　　　　　論

平成 18 年度春季関東大学男子１部リーグ戦における T
大学男子バレーボール部の 10 試合，計 32 セットを対象と
して，バレーボールゲームにおけるリベロのレシーブと勝
敗との関連，リベロの二段トスと勝敗との関連について考
察を行い，以下の結論が得られた。
１）レシーブ頻度について

リベロのレシーブ頻度は，全体に占めるサーブレシー
ブの割合が約 58％で，リベロのプレーの約６割がサーブ
レシーブであった。全体に占める各レシーブの割合は順
にサーブレシーブ（SR）＞アタックレシーブ（ATR）＞ブ
ロックフォローレシーブ（BFR）＞チャンスボールレシー
ブ（CHR）＞その他の状況におけるレシーブ（OTR）であっ
た。

①リベロ以外のプレーヤーとの比較

有意差は認められず，レシーブ頻度においては，リ
ベロに限定された特徴は見られなかった。

②勝ちセット，負けセットでの比較
アタックレシーブ (ATR) で有意差が認められ，勝

ちセットにおいては効果的にブロックが機能してカウ
ンタ　　ーアタックが成功し，セットの勝利に貢献し
た，と考えられる。

２）レシーブ返球結果について
①勝ちセット，負けセットでの比較

サーブレシーブ（SR），アタックレシーブ（ATR）
で有意差が認められた。勝ちセットにおけるサーブレ
シーブ（SR）に関しては，攻撃組立可能となるＡＲ，
ＢＲ，ＣＲの合計が高く，攻撃の機会が増えたことが
セットの勝利に貢献した，と考えられる。また，返球
が他のレシーブに比べて困難であるアタックレシーブ

（ATR）に関しては，コンビネーション攻撃に繋がる
ＡＲが勝ちセットで多く見られため，セットの勝敗を
より濃く分けた，と考えられる。

②リベロ以外のプレーヤーと比較
サーブレシーブ（SR），アタックレシーブ（ATR），

ブロックフォローレシーブ（BFR）で有意差が認めら
れた。サーブレシーブ（SR），ブロックフォローレシー
ブ（BFR）については，攻撃組立可能なレシーブの多
さがセットの勝敗を分けた，と考えられる。また，ア
タックレシーブ（ATR）に関してはリベロの守備範
囲の広さを考慮すると，数値上だけでは極端に劣って
いるとは判断できず，むしろリベロ以外のプレーヤー
の能力を評価すべきであり，リベロと比べて大きな差
がなかった，と考えられる。なお，負けセットにおい
ては，全てのレシーブで有意差が認められなかった。

３）二段トスと攻撃組立成功率，アタック決定率について
①ファーストレシーブがセッター以外のケース

リベロの二段トスからの攻撃組立成功率，アタック
決定率は，ともに勝ちセットにおいてリベロ以外のプ
レーヤーよりも高い数値を示した。積極的にリベロが
二段トスに関与することによって，リベロ以外のプ
レーヤーがアタックの準備を早期に行うことができ，
攻撃参加人数も多くなることから，勝ちセットではリ
ベロの攻撃組立成功率，アタック決定率が高くなった，
と示唆される。

②ファーストレシーブがセッターのケース
①と同様，勝ちセットにおいてはリベロ以外のプ

レーヤーよりも高い数値を示した。単調なオープン攻
撃のみならず，バックアタックを含めて６カ所からの
攻撃場面が見られた。また，マークにつく相手ブロッ
カーの人数を考慮して，チーム全体のアタック決定率
と比較を行うと，リベロの二段トスからのアタック決
定率は極端に低い数値であるとは言えない。したがっ
て勝ちセットにおけるリベロの二段トスは，セッター
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に準ずる安定度があり，セッターの代役としての機能
をもつ可能性が高い，と示唆される。

本研究の結果から，バレーボールゲームにおけるリ
ベロは，守備面で重要な役割を果たしており，サーブ
レシーブ（SR），アタックレシーブ（ATR），ブロッ
クフォローレシーブ（BFR）における返球結果，二
段トスの貢献度がセットの勝敗に影響を与えているこ
とが考えられ，レシーブだけではなくセッターの代役
としての機能をもつ可能性が高いことが示唆される。
したがって，リベロのレシーブ，二段トスに関する基
礎的な資料を得ることができた，と言える。
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